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1 干 田國士 



批評家が いろいろの 立場から 作品の 価値 を 論じ る ザ J 

と は 自由で あるが、 文芸の 種目 (ジャンル) に関して、 

聊か も 定見の ない こと を 暴露す るに 至って は、 甚だ 心 

田、 o 

糸 V 

今日 文芸批評の 筆 を 取る 人々 のうちで、 自分に は 詩 

の 批評 はで きないと 公言し、 または、 無暗に さう きめ 

て かかって ゐる 人が 多い やうで ある。 そして、 世間 は 

勿論、 文壇のう ちで さへ、 誰も それ を 不思議 だと 云 は 

ず、 「詩が 解る」 とい ふこと は、 「文学が 解る」 とい ふ 

ことのう ちに は ひるの だと は 信じて ゐ ないやう である。 

従って 戯曲な ども 同様に、 所謂 批評家の 批評 を 受け 



ずに すむ かとい へば、 さう ではなく 往々 「小説が 解れ」 

ば 「戯曲 も 解る」 ものと 思 ひ 込んで ゐる らしい 批評家 

のとんで もない 評価 を 受ける ので ある。 この 理窟が ど 

う も 僕に は 解らない。 

僕 はこ こで、 戯曲 批評 論 をしょう として はゐ ない。 

ただ、 所謂、 劇評 家 (クリ チック. ドラマチック) を 

して、 遂に 戯曲 評 を 断念せ しめつつ ある 現在の 演劇界 

を 見る 時、 われわれの 如き、 批評 を 専門と しない もの 

でも、 少し は 戯曲に ついて 語る こと を 許される であら 

うと 思 ふので ある。 



じて をら れる こと は、 従来の ドラマ ツル ギィ から 一歩 

も 出て ゐな いもので あり、 さう いふ 観 方 をして ゐるも 

のが まだ 多い から、 日本の 新しい 芝居 は なかなか 生れ 

て 来ない。 

新しい 戯曲 は、 その 思想 的 内容 もさる ことながら、 

また、 主題の 文学的 価値 もさる ことながら、 第一 に I 

I と 云って は 語弊 も あらう が —— 少く とも、 新しい 戯 

曲なる が 故に、 どこか 旧い 戯曲と 異る 一点 を、 その 様 

式 上の 進化に 求めたい と 思 ふ。 その 進化と は、 いふ ま 

でもな く、 本質に 即した 進化で なければ ならない。 作 



家 も、 批評家 も、 俳優 も、 舞台監督 も、 劇場 経営者 も 

(僕 は 公平で ある ことに 努める) そして、 殊に 一 般 観客 

も、 新しい 戯曲の 標準 を ここにお くこと によって、 新 

しい 演劇の 将来が 決定され るので ある。 

僕 は 近頃、 日本の 現代 戯曲 を 読みながら、 一 寸 興味 

の ある 問題に ぶっかった。 それ は、 これらの 戯曲の 作 

者 を先づ 二種 類に 分ける ことができる。 甲の 群 は、 早 

く 云へば、 どんな 俳優が 演じても 相当の 効果 を 挙げ 得 

る 戯曲 を 書く 作家で ある。 乙の 群 は、 それと 同じ 俳優 

が 演じた ので は 割の 悪い 戯曲 を 書く 作家で ある。 言 ひ 

換 へれば、 甲 は、 非 優が 良ければ 良い に 越した こと は 



いへば、 テンペラメントの やうな ものである。 それ だ 

けで、 価値 批判 はで きないが、 しかし 甲の 部類 は、 現 

在の 日本の やうな 国で は、 劇壇に、 あまり 好ましい 剌 

激を 与へ ない ばかりでなく、 却って、 姑息な、 独りよ 

がりな、 大ざ つばな 空気 を 作り出す ことにな り はしな 

いか。 ところが、 乙の 部類に なると、 それが 優れた も 

の を 生めば 生む ほど、 どこかに 知らず 識らず 眼に 見え 

ない 「理想の 舞台」 が 築かれ、 どうかし なければ とい 

ふ 気運 を 促進す る， ，- とになる だら うと 思 ふ。 何よりも、 

俳優が 眼 を 覚ます だ ら う。 見物が 黙って ゐ ないだら う。 

僕 は、 この 意味で、 若い 劇作家が、 今後、 「新しい 戯 



曲」 をと 志す 場合に、 なんとかして、 在来の 俳優に は 

やれない やうな もの を 書かう と 企てる ことが、 既に、 

「新しい 演劇」 へ の 意義 ある 第 一 歩で あると 信じて ゐる _ 

かう 述べて 来る と、 かの 劇的 伝統なる もの は、 現在 

の 俳優が 全く 表現し 得ない もので あるかの 如き 誤解 を 

生む かもしれ ない が、 それに はさう 厳密に 云 ひ 切る 必 

要はない。 まして、 現代 日本 作家 中、 所謂、 甲の 部類 

に 属する 作家が、 悉く 劇的 因襲の みに 囚 はれて、 他 を 

顧みない とい ふわけ では 決してな いので ある。 要する 

に、 この 二つの 方面から、 現今の 日本 劇壇 を 観ようと 
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